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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置において、複数のコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を含むチャネル状態
情報を決定するステップ（２１０）と、
　前記装置により、集約形態の複数のレポートを含む前記チャネル状態情報を所定のサブ
フレームでレポートするステップ（２２０）と、
　前記集約形態を準備するステップ（２１５）と、を含み、
　該準備ステップは、前記コンポーネントキャリアの優先度に基づいて少なくとも１つの
設定に関する少なくとも前記チャネル状態情報レポートを脱落させること（２１７）を含
み、プライマリコンポーネントキャリアのチャネル状態情報には、セカンダリコンポーネ
ントキャリアのチャネル状態情報よりも高い優先順位が付けられる、
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記レポートするステップ（２２０）が、物理アップリンク制御チャネルを介して定期
的に行われる、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記集約形態に含めるための第１のコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を優先
度に基づいて選択した後に、前記集約形態に含めるための、同じ又は隣接する物理リソー
スブロックを有するコンポーネントキャリアに対応する他のチャネル状態情報を選択する
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、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記優先度が、最も低い周期性のレポートを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　等しい周期性を有するコンポーネントキャリア設定のチャネル状態情報に、コンポーネ
ントキャリアの所定のランキングに従って優先順位が付けられる、
ことを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　ランクインジケータを含むコンポーネントキャリア設定のチャネル状態情報に、チャネ
ル品質インジケータ又はプリコーディングマトリクスインジケータを含むコンポーネント
キャリア設定のチャネル状態情報よりも高い優先順位が付けられる、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　複数のコンポーネントキャリア設定に、所定の優先度が個別に割り当てられる、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記チャネル状態情報を決定するステップ（２１０）、及び前記チャネル状態情報を所
定のサブフレームでレポートするステップ（２２０）の少なくとも一方が、移動ノードを
有する装置上で行われる、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　複数のレポートの同時伝送の条件が、
　ｋ番目の物理アップリンク制御チャネルレポートの物理リソースブロックインデックス
ｍを、ＰＵＣＣＨで送信される定期的チャネル状態情報の上位層で構成されたリソースイ
ンデックスをｎ(2)

PUCCHとし、リソースブロック当たりのサブキャリアの数をＮRB
SCとす

る

によって公式化し、
　複数のレポートの同時伝送の基準を、ｂ＝ｍｉｎ（ｍ（ｋ））として定義される整数を
ｂとし、ｎ∈［０，１，．．．，Ｎ］とし、所定の整数をＮとする

によって公式化し、
　ｍ（ｋ）を昇順でソートし、Ｎ＝１、ｂ＝ｍｉｎ（ｍ（ｋ））とし、
　最小のｍ（ｋ）から開始して基準をチェックし、前記基準が満たされた場合、Ｎを最新
のｋに関してＮ＝ｍ（ｋ）＋１に更新する、
ようにして整えられる、
ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　コンピュータプログラムコード（３２０）を含む少なくとも１つのメモリ（３１０）と
、
　少なくとも１つのプロセッサ（３３０）と、
を備える装置であって、前記少なくとも１つのメモリ及び前記コンピュータプログラムコ
ード（３２０）が、前記少なくとも１つのプロセッサ（３３０）によって前記装置に少な
くとも、
　　複数のコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を含むチャネル状態情報を決定さ
せ、
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　　集約形態の複数のレポートを含む前記チャネル状態情報を所定のサブフレームでレポ
ートさせ、
　前記集約形態を準備させるように構成され、
　前記集約形態の準備は、前記コンポーネントキャリアの優先度に基づいて少なくとも１
つの設定に関する少なくとも前記チャネル状態情報レポートを脱落させることを含み、プ
ライマリコンポーネントキャリアのチャネル状態情報には、セカンダリコンポーネントキ
ャリアのチャネル状態情報よりも高い優先順位が付けられる、
ことを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのメモリ（３１０）及び前記コンピュータプログラムコード（３２
０）が、前記少なくとも１つのプロセッサ（３３０）によって前記装置に、物理アップリ
ンク制御チャネルを介して少なくとも定期的にレポートさせるように構成される、
ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記集約形態に含めるための第１のコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を優先
度に基づいて選択した後に、前記集約形態に含めるための、同じ又は隣接する物理リソー
スブロックを有するコンポーネントキャリアに対応する他のチャネル状態情報を選択する
、
ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記優先度が、最も低い周期性のレポートを含む、
ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１４】
　等しい周期性を有するコンポーネントキャリア設定のチャネル状態情報に、コンポーネ
ントキャリアの所定のランキングに従って優先順位が付けられる、
ことを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　ランクインジケータを含むコンポーネントキャリア設定のチャネル状態情報に、チャネ
ル品質インジケータ又はプリコーディングマトリクスインジケータを含むコンポーネント
キャリア設定のチャネル状態情報よりも高い優先順位が付けられる、
ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１６】
　複数のコンポーネントキャリア設定に、所定の優先度が個別に割り当てられる、
ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１７】
　前記装置が移動ノードを有する、
ことを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１８】
　複数のレポートの同時伝送の条件が、
　ｋ番目の物理アップリンク制御チャネルレポートの物理リソースブロックインデックス
ｍを、ＰＵＣＣＨで送信される定期的チャネル状態情報の上位層で構成されたリソースイ
ンデックスをｎ(2)

PUCCHとし、リソースブロック当たりのサブキャリアの数をＮRB
SCとす

る

によって公式化し、
　複数のレポートの同時伝送の基準を、ｂ＝ｍｉｎ（ｍ（ｋ））として定義される整数を
ｂとし、ｎ∈［０，１，．．．，Ｎ］とし、所定の整数をＮとする
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によって公式化し、
　ｍ（ｋ）を昇順でソートし、Ｎ＝１、ｂ＝ｍｉｎ（ｍ（ｋ））とし、
　最小のｍ（ｋ）から開始して基準をチェックし、前記基準が満たされた場合、Ｎを最新
のｋに関してＮ＝ｍ（ｋ）＋１に更新する、
ようにして整えられる、
ことを特徴とする請求項１１に記載の装置。
【請求項１９】
　コンピュータに、
　複数のコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を含むチャネル状態情報を決定する
手順（２１０）と、
　集約形態の複数のレポートを含む前記チャネル状態情報を所定のサブフレームでレポー
トする手順（２２０）と、
　前記集約形態を準備する手順（２１５）であって、該準備手順は、前記コンポーネント
キャリアの優先度に基づいて少なくとも１つの設定に関する少なくとも前記チャネル状態
情報レポートを脱落させること（２１７）を含み、プライマリコンポーネントキャリアの
チャネル状態情報には、セカンダリコンポーネントキャリアのチャネル状態情報よりも高
い優先順位が付けられる、前記準備手順と、
を実行させるためのプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に通信に関し、特に複数のキャリアを介した通信に関する。より具体的
には、いくつかの実施形態において、本発明は、キャリアアグリゲーションを使用した定
期的（周期的）チャネル状態情報シグナリングのための機構を提供する。
【背景技術】
【０００２】
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）の場合に複数の並列設定を使用した、定期的チ
ャネル状態情報（ＣＳＩ）の関連するシグナリングの詳細に関する特筆すべき従来の研究
は存在しない。第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）における貢献は、物理
アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のペイロードを１１ビットを越えて拡張し、こ
れにより新しい拡張されたＣＳＩフォーマットを可能にすることに焦点を当てている傾向
にある。
【０００３】
　コンポーネントキャリアのアクティベーション及びデアクティベーションについての議
論が行われてきた。無線アクセスネットワーク２（ＲＡＮ２）におけるプライマリコンポ
ーネントキャリア（ＰＣＣ）及びセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）の概念に
関する議論もいくつか行われてきた。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　１つの実施形態では、本発明は方法である。この方法は、装置においてチャネル状態情
報を決定するステップを含む。チャネル状態情報は、複数のコンポーネントキャリアのチ
ャネル状態情報を含む。この方法は、装置により、集約形態の複数のレポートを含むチャ
ネル状態情報をレポートするステップも含む。
【０００５】
　さらなる実施形態では、本発明は装置である。この装置は、コンピュータプログラムコ
ードを含む少なくとも１つのメモリを含む。この装置は、少なくとも１つのプロセッサも
含む。少なくとも１つのメモリ及びコンピュータプログラムコードは、少なくとも１つの
プロセッサによって装置に、少なくともチャネル状態情報を決定させるように構成される
。チャネル状態情報は、複数のコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を含む。少な
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くとも１つのメモリ及びコンピュータプログラムコードは、少なくとも１つのプロセッサ
によって装置に、集約形態の複数のレポートを含むチャネル状態情報をレポートさせるよ
うにも構成される。
【０００６】
　さらなる実施形態では、本発明は、ハードウェアにおいて実行された時に処理を実行す
る情報を符号化されたコンピュータ可読非一時的媒体である。この処理は、チャネル状態
情報を決定することを含む。チャネル状態情報は、複数のコンポーネントキャリアのチャ
ネル状態情報を含む。この処理は、集約形態の複数のレポートを含むチャネル状態情報を
レポートすることも含む。
【０００７】
　本発明を正しく理解するには、以下の添付図面を参照すべきである。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】チャネル状態情報レポート間の衝突を処理する実施構成の一例を示す図である。
【図２】本発明のいくつかの実施形態による方法を示す図である。
【図３】本発明のいくつかの実施形態による装置を示す図である。
【図４】コンポーネントキャリアアグリゲーションを処理するためのルールを構築する技
法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　第３世代パートナシッププロジェクト（３ＧＰＰ）システムのロングタームエボリュー
ション（Ａｄｖａｎｃｅｄ）（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）では、３ＧＰＰ　ＬＴＥリリ
ース１０（３ＧＰＰ　ＬＴＥ　Ｒｅｌ－１０）の一部となり得るキャリアアグリゲーショ
ンによるチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバックシグナリングが有用な場合がある。
【００１０】
　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄは、ＬＴＥリリース８（Ｒｅｌ－８）システムの進化型とし
て機能し、国際移動体通信－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）の国際電気
通信連合（ＩＴＵ）無線通信セクタ（ＩＴＵ－Ｒ）要件を満たすことができる。キャリア
アグリゲーションは、新たなシステムに合わせた高帯域及び高ピークデータレートを提供
することを目的とする１つの技術要素である。
【００１１】
　複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）のチャネル状態情報（ＣＳＩ）レポートを提供
するための効率的な方法は、集約したスペクトルを効率的に使用する助けとなることがで
きる。以下、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での定期的ＣＳＩシグナリン
グの態様、及び特に複数のＣＳＩレポートを処理する設定に関連するルール及び手順につ
いて説明する。
【００１２】
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、プリコーディングマトリックスインジケータ（
ＰＭＩ）及びランクインジケータ（ＲＩ）などのＣＳＩの定期的レポートは、ＬＴＥＲｅ
ｌ－８におけるフィードバックシグナリングの基本モードである。定期的ＣＳＩレポート
はＰＵＣＣＨで行われ、通常、そのペイロードサイズは最大１１ビットに制限される。ペ
イロードサイズが制限されているため、通常、レポートには、チャネルの周波数領域の挙
動に関する情報がほとんど又は全く含まれていない。
【００１３】
　キャリアアグリゲーションでは、定期的ＣＳＩが依然として必要となり得る。例えば、
ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（Ｒｅｌ－１０）は、約５つのダウンリンク（ＤＬ）ＣＣをサ
ポートすることができる。従って、Ｒｅｌ－８による複数のＣＣのレポートを単純に拡張
すると、より大きなレポート（例えば、５＊１１ビット＝５５ビット）が得られる。この
ことは、アップリンク（ＵＬ）シグナリングの観点からは有用とはなり得ない。第１に、
このような高いオーバヘッドは、アップリンクの容量を著しく制限し得る。第２に、多く
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の場合、このような大きなペイロードに十分なＵＬカバレッジを保証することは不可能と
なり得る。従って、何らかの圧縮方法を使用してＵＬのシグナリング負荷を低下させるこ
とができる。
【００１４】
　シグナリング負荷を低下させるための最も単純な方法は、ＣＳＩレポートをＣＣ毎に別
個に設定することである。この選択肢によって標準化を支援し、Ｒｅｌ－８仕様との共通
性を最大化することができる。さらに、ＤＬ伝送モードをＤＬ　ＣＣ毎に別個に設定する
こともできるが、これによりＣＳＩレポートの結合符号化が複雑になり、少なくともサポ
ートされる選択肢の数が増える。
【００１５】
　通信システムにおいてコンポーネントキャリアを処理する方法は数多く存在する。例え
ば、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）シグナリングにより、設定したダウンリンク（ＤＬ）コ
ンポーネントキャリアの明示的なアクティベーション及びデアクティベーションを行うこ
とができる。また、設定したＤＬコンポーネントキャリアの非明示的なデアクティベーシ
ョンを行うこともできる。ＤＬ／ＵＬコンポーネントキャリアの設定は、ユーザ装置の（
ＵＥ’ｓ）集約能力の範囲内で行うことができる。この結果、アクティベーション／デア
クティベーションも同様にＵＥの能力の範囲内で行うことができる。
【００１６】
　新たに設定されたコンポーネントキャリアは、常にデフォルトの「非アクティブ」状態
となり得る。この新たに設定されたコンポーネントキャリアをアクティブにするには、ア
クティベーションコマンドが必要となり得る。さらに、ＤＬコンポーネントキャリアは、
個別にアクティブ及び非アクティブにすることができる。設定されたＤＬコンポーネント
キャリアのサブセットは、単一のアクティベーション／デアクティベーションコマンドに
よってアクティブ／非アクティブにすることができる。
【００１７】
　アップリンク（ＵＬ）プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）及びＤＬ　ＰＣＣ
は、ＵＥ毎に設定することができる。ＵＬ　ＰＣＣは、Ｌ１アップリンク制御情報の伝送
に使用することができる。いくつかの実施形態では、ＤＬ　ＰＣＣを非アクティブにする
ことができない。ＤＬ　ＰＣＣが無線リンク障害（ＲＬＦ）を受けた場合には、他のＤＬ
　ＣＣがＲＬＦを受けた場合と異なり、復旧をトリガすることができる。しかしながら、
これらの実施は、コンポーネントキャリアをどのように処理できるかについての一例にす
ぎない。
【００１８】
　以下の説明は、複数のＣＳＩレポート設定を処理することに関するルール及び手順に焦
点を当てている。複数のＣＳＩレポート設定を処理するためのこのようなルールは、複数
のＣＣのＣＳＩを同じサブフレームで同時に伝送する際に有用となり得る。この状況は、
複数の設定が衝突した時に存在する状態として説明することができる。
【００１９】
　このルール及び手順は、ＰＵＣＣＨを使用してキャリアアグリゲーションの定期的ＣＳ
Ｉレポートを複数の並列設定で処理することに関連することができる。この複数の並列設
定は、ＣＣに特有のものとすることができる。
【００２０】
　設定したＤＬ　ＣＣ毎に、定期的ＣＳＩレポートモードを設定することができる。ここ
では、無効になったレポートは、特別な設定事例であるレポートモードと見なされる。換
言すれば、レポートが無効になった場合、これを「ｎｅｖｅｒ」の頻度を有する定期的レ
ポートと見なすことができる。この設定は、ＲＲＣシグナリングを使用して行うことがで
き、周期性、サブフレームオフセット、レポートモード、レポートに使用するＰＵＣＣＨ
リソースなどのパラメータを含む。
【００２１】
　プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）の場合、ＵＥは、無線リソース制御（Ｒ
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ＲＣ）シグナリングを介してＣＱＩ設定を受け取った後にＣＱＩのレポートを開始するこ
とができる。この処理は、Ｒｅｌ－８の場合と同様の手順をたどる。
【００２２】
　セカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）の場合、ＵＥは、媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ）シグナリングで所定のＣＣのアクティベーションコマンドを受け取った後に、ＲＲ
Ｃ設定に従ってＣＱＩのレポートを開始することができる。
【００２３】
　ＣＣデアクティベーションの場合、ＵＥは、このＣＣのＣＳＩのレポートを停止するこ
とができる。換言すれば、ＵＥが非アクティブなＣＣに関してレポートすることを要求さ
れることはない。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、２又はそれ以上のＣＣに関する定期的レポートが衝突する場
合、以下の補完的ルールが生じる。このルールには、識別のために番号を付けている。特
に定めのない限り、これらの番号を、例えば、２は１の後であり３の前に行わなければな
らないなどのような固定された順序を示しているかのように受け取るべきではない。
【００２５】
　選択肢１は多重化である。この選択肢では、衝突しているＣＳＩレポートのＰＵＣＣＨ
リソースが、同じ又は隣接するＰＲＢ上に位置する場合、全てのＣＳＩレポートを同時に
送信することができる。各ＵＥは、この選択肢を除外して、優先順位付けに関わる以下の
選択肢に従って衝突しているＣＳＩレポートの脱落を常に行うように構成することができ
る。
【００２６】
　選択肢２は、頻度の低いレポートに優先度を与えるものである。この選択肢では、最も
低い周期性のＣＣ設定が優先され、その他の同時に存在するレポートが除外される。等し
い周期性の場合、後述する選択肢４と同様に、予め定めたＣＣに対応するＣＳＩが送信さ
れ、その他の（単複の）ＣＣに対応する（単複の）ＣＳＩが脱落する。
【００２７】
　選択肢３は、ランクインジケータに優先度を与えるものである。この選択肢では、ＲＩ
を含むレポートが、ＣＱＩ／ＰＭＩよりも優先される。これらを同時に伝送する必要性が
生じた場合、ＣＱＩ／ＰＭＩが脱落する。
【００２８】
　選択肢４は、異なるＣＣに個別にランク付けするものである。異なるＣＣの優先度は、
個別に設定することができる。これは、ＲＲＣ設定などによって行うことができる。この
設定は、異なるＣＣからのＣＳＩをどの順序で優先付けるかを示すものである。衝突の場
合には、優先度の高いＣＣのＣＳＩが送信され、その他のＣＳＩは脱落する。
【００２９】
　選択肢５は、プライマリコンポーネントキャリアにセカンダリコンポーネントキャリア
よりも高い優先度を与えるものである。この選択肢では、ＰＣＣのＣＳＩレポートがＳＣ
Ｃに優先する。
【００３０】
　異なる選択肢の様々な組み合わせも可能である。例えば、選択肢２と選択肢３を組み合
わせることができる。全てではなくいくつかのＣＳＩレポートが同じ又は隣接するＰＲＢ
上に位置する場合には、選択肢１を選択肢２、３、４又は５と組み合わせることもできる
。従って、例えば、選択肢２～５のうちの１つに従う最初の単一のＣＳＩレポートが選択
され、その後、同じ又は隣接するＰＲＢ上の他のＣＳＩレポートも選択されて送信される
。
【００３１】
　ＤＬ　ＰＣＣのレポート設定は、Ｒｅｌ－８の原理に従うことができる。（単複の）Ｓ
ＣＣの場合、ＣＳＩレポートに、ＭＡＣシグナリングを介して受け取ったアクティベーシ
ョン／デアクティベーションコマンドをマスク処理することができる。例えば、ＳＣＣの
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いずれがアクティブであるか又は非アクティブであるかを示すビットマップが存在するこ
とができる。
【００３２】
　図１に、ＣＳＩレポート間の衝突を処理するための実施構成の１例をブロック図で要約
することができる。図１の実施形態には、本発明のいくつかの実施形態を実施する１つの
方向とすることができる決定木を示している。
【００３３】
　図１に示すように、２又はそれ以上のＣＣに関するＣＳＩレポートを同時に伝送する必
要性が生じた場合（図の最上部からの最初の「はい」の分岐）、装置は、まずＣＳＩレポ
ートの送信のために設定されたＰＵＣＣＨリソースが単一のＰＲＢ上又は隣接するＰＲＢ
上に存在するかどうかをチェックすることができる。このような制約を課す１つの理由は
、複数の隣接していないＰＵＣＣＨでの伝送は、単一キャリアの特性に違反し、キュービ
ックメトリック及び帯域外放射が増加し得るからである。
【００３４】
　衝突しているレポートが基準を満たしている場合、例えば図の最上部から２番目の「は
い」の分岐に示すように、レポートがそのそれぞれの設定に従って送信される。衝突して
いるレポートが基準を満たしていない場合、例えば下側の「いいえ」の分岐に示すように
、優先度の最も高いレポートのみが送信される。最も高い優先度を決定するには、上述し
た選択肢２、３、４又は５、或いはこれらの組み合わせを使用することができる。
【００３５】
　或いは、多重化機能を設定することもできる。例えば、セル端のユーザ装置（ＵＥ）に
、いずれの場合にも一度に１つよりも多くのＣＳＩレポートを送信しないように制限をか
けることができる。
【００３６】
　複数のＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂリソースの同時伝送の条件は、以下のよ
うにして整えることができる（ＮｘＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂ）。
【００３７】
　まず、ｋ番目のＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂリソースに対して、物理リソー
スブロック（ＰＲＢ）インデックスｍを以下のように定義することができる。

式中、Ｎ(2)
PUCCHは、ＰＵＣＣＨで送信される定期的ＣＳＩの上位層で設定されたリソー

スインデックスであり、ＮRB
SCは、ＰＲＢ当たりのサブキャリア（ＳＣ）の数（リソース

ブロック当たり１２個のサブキャリアが存在することができる）である。
【００３８】
　複数のＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂリソースの同時伝送の基準は、以下のよ
うに公式化することができる。

式中、ｂは整数であり、ｎ∈［０，１，．．．，Ｎ］であり、Ｎは所定の整数である。整
数ｂは、ｂ＝ｍｉｎ（ｍ（ｋ））として定義することができる。この基準は、同時に伝送
されるＰＵＣＣＨリソースがシステム帯域幅の同じ側に存在することを確実にする。ｎ＝
０及びｎ＝１という２つの特別な場合が存在する。
【００３９】
　ｎ＝０：ＰＵＣＣＨリソースが同じＰＲＢ上に存在する。
【００４０】
　ｎ＝１：ＰＵＣＣＨリソースが隣接するＰＲＢ上に存在する。
【００４１】
　原理上、ＰＵＣＣＨリソースは、複数の隣接するＰＲＢ上に存在することができる。こ
の場合もカバーするために、基準を連続してチェックすることができ、すなわちｍ（ｋ）
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を昇順でソートして、Ｎ＝１、ｂ＝ｍｉｎ（ｍ（ｋ））とし、最小のｍ（ｋ）から開始し
て基準をチェックする。これが満たされた場合、最新のｋに関してＮ＝ｍ（ｋ）＋１に更
新して継続する。
【００４２】
　本発明のいくつかの実施形態は、様々な利点を有することができる。例えば、本発明の
いくつかの実施形態は、ＣＣ毎の単独設定を可能にすることができ、これによりＲｅｌ－
８の機能をできる限りを再使用できるようにすることができる。また、ＣＳＩレポート間
の衝突を処理するための既存の解決策が存在しないので、上記の方法を、標準規格などを
通じて広く実施することができる。さらに、ＣＳＩを単一の又は隣接するＰＲＢ上で伝送
する際に、これらを多重化できるようにすることにより、性能面での利点がもたらされ、
十分なカバレッジを保証できると想定される。
【００４３】
　図２に、本発明のいくつかの実施形態による方法を示す。この方法は、端末、ユーザ装
置又は移動ノードなどの装置によって行うことができる。図２の方法は、装置においてチ
ャネル状態情報を決定するステップ２１０を含む。このチャネル状態情報は、複数のコン
ポーネントキャリアのチャネル状態情報を含む。この方法は、装置により、集約形態の複
数のレポートを含むチャネル状態情報を定期的にレポートするステップ２２０も含む。集
約形態は、複数の独立したレポートを含むことができる。定期的にレポートするステップ
２２０は、物理アップリンク制御チャネルを介して行うことができる。
【００４４】
　方法は、集約形態を準備するステップ２１５を含むことができる。この準備ステップ２
１５は、優先度に基づいて、少なくとも１つの設定に関する少なくともチャネル状態情報
レポートを脱落させるステップを含むことができる。なお、コンポーネントキャリアの設
定は、１つよりも多くのレポートを含むことができる。
【００４５】
　集約形態に含めるための第１のコンポーネントキャリアのチャネル状態情報を優先度に
基づいて選択した後、集約形態に含めるための同じ又は隣接する物理リソースブロックを
有するコンポーネントキャリアに対応する他のチャネル状態情報を選択することもできる
。この優先度は、例えば周期性が最も低いレポートとすることができる。換言すれば、レ
ポートを送信する頻度が最も低いコンポーネントキャリアに最も高い優先度を割り当てる
ことができる。
【００４６】
　上記の説明から理解できるように、ハードウェアにおいて実行された時に、図２に開示
した処理又は本明細書で説明した他のいずれかの処理に対応する処理を実行する情報をコ
ンピュータ可読非一時的媒体に符号化することができる。非一時的媒体ということは、こ
の媒体が一時的な信号でないことを意味する。非一時的媒体の例としては、コンピュータ
可読媒体、コンピュータ配信媒体、コンピュータ可読記憶媒体及びコンピュータプログラ
ム製品が挙げられる。
【００４７】
　等しい周期性を有するコンポーネントキャリア設定のチャネル状態情報には、コンポー
ネントキャリアの所定のランクに従って優先順位を付けることができる。ランクインジケ
ータを含むコンポーネントキャリア設定のチャネル状態情報には、チャネル品質インジケ
ータ又はプリコーディングマトリクスインジケータを含むコンポーネントキャリア設定の
チャネル状態情報よりも高い優先順位を付けることができる。これとは別に又はこれに加
えて、複数のコンポーネントキャリア設定に所定の優先度を個別に割り当てることもでき
る。プライマリコンポーネントキャリアのチャネル状態情報には、セカンダリコンポーネ
ントキャリアのチャネル状態情報よりも高い優先順位を付けることができる。
【００４８】
　図３に、本発明のいくつかの実施形態による装置を示す。この装置は、コンピュータプ
ログラムコード３２０を含む少なくとも１つのメモリ３１０を含むことができる。装置は
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、少なくとも１つのプロセッサ３３０を含むこともできる。装置は、受信機部分３４３及
び送信機部分３４７を含むトランシーバ３４０を使用して、基地局又は拡張ノードＢと通
信するように構成することができる。装置は、アンテナ３５０を使用して、セルラ無線リ
ンクとすることができる無線リンク３６０を介して基地局又は他のネットワーク要素と通
信することができる。装置は、例えば無線リンク３６０のコンポーネントキャリアのダウ
ンリンク（ＤＬ）品質に関するレポートを準備するように構成することができる。
【００４９】
　処理においては、少なくとも１つのメモリ３１０及びコンピュータプログラムコード３
２０を、少なくとも１つのプロセッサ３３０によって装置に少なくともチャネル状態情報
を決定させるように構成することができる。このチャネル状態情報は、複数のコンポーネ
ントキャリアのチャネル状態情報とすることができる。少なくとも１つのメモリ３１０及
びコンピュータプログラムコード３２０を、少なくとも１つのプロセッサ３３０によって
装置に、集約形態の複数のレポートを含むチャネル状態情報を少なくとも定期的にレポー
トさせるように構成することもできる。
【００５０】
　少なくとも１つのメモリ３１０は、コントローラチップのオンボードメモリ、ハードド
ライブ、様々な種類のランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）又はリードオンリメモリ（ＲＯ
Ｍ）などのいずれの適当な形式のメモリであってもよい。コンピュータプログラムコード
３２０は、いずれの適当な形式のコンピュータ命令であってもよい。コンピュータプログ
ラムコード３２０は、コンパイルした又は解釈した形で提供することができる。プロセッ
サ３３０は、以下に限定されるわけではないが、中央処理装置（ＣＰＵ）、コントローラ
又は特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などのいずれの好適な処理装置であってもよい。
【００５１】
　図４に、コンポーネントキャリアアグリゲーションを処理するためのルールを構築する
技法を示す。図４に示すように、この技法は、様々な技法から優先順位付け技法を選択す
ること４１０によって開始することができる。４つのこのような技法を示しているが、他
の技法も可能である。
【００５２】
　図示の４つの技法のうちの第１の技法は、レポートの頻度／周期性によって優先順位を
付けること４２０である。すなわち、レポートされる頻度の低いＣＣレポートに、頻繁に
レポートされるＣＣレポートよりも高い優先度を与えることができ、逆も可能である。
【００５３】
　図示の４つの技法のうちの第２の技法は、ＣＧＩ／ＰＭＩよりもＲＩを優先させること
によって優先順位を付けること４３０（逆も可能）である。この技法では、ＣＣレポート
の最も重要な側面に、システムがそれほど重要でないと見なす側面よりも高い優先度を与
えることができる。
【００５４】
　図４に示す４つの技法のうちの第３の技法は、個別の予め定めた方法でＣＣにランク付
けすることによって優先順位を付けること４４０である。この技法では、各個々のＣＣに
所定のランキングを割り当て、この所定のランキングに従って優先順位を付けることがで
きる。
【００５５】
　図４の４つの技法のうちの第４の技法は、ＰＣＣに関するＣＳＩレポートをＳＣＣに関
するＣＳＩレポートよりも優先させることによって優先順位を付けること４５０である。
この技法では、ＰＣＣに関するレポートとＳＣＣに関するレポートを両方とも実行可能で
ない場合、ＰＣＣに関するレポートに優先権を与えることができる。他の優先方式と同様
に、必要に応じて、ＳＣＣにＰＣＣよりも高い優先度を与えるように逆にすることもでき
る。
【００５６】
　最後に、様々な利用可能なＣＣレポートのうちの選択したＣＣレポートに加え、システ
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ムは、あらゆる「近くの」レポートを多重化する４６０ことができる。この場合、「近く
の」は、同じ又は隣接する物理リソースブロック（ＰＲＢ）に関するレポートを意味する
ことができる。
【００５７】
　当業者であれば、上述した本発明を異なる順序のステップで、及び／又は開示したもの
と異なる構成のハードウェア要素で実施できることを容易に理解するであろう。従って、
本発明をこれらの好ましい実施形態に基づいて説明したが、当業者には、本発明の思想及
び範囲から逸脱することなくいくつかの修正、変形及び別の構成が明らかになるであろう
。例えば、本発明のいくつかの実施形態を３ＧＰＰシステムとの関連で説明したが、本発
明を進化型地上波無線ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）などの他のシステムに適用するこ
ともできると理解されたい。従って、本発明の境界を判断するには、添付の特許請求の範
囲を参照すべきである。
【符号の説明】
【００５８】
２１０　チャネル状態情報を決定
２１５　集約形態を準備
２１７　少なくとも１つの設定のＣＳＩレポートを脱落
２２０　チャネル状態情報を定期的にレポート

【図１】

【図２】

【図３】



(12) JP 5703433 B2 2015.4.22

【図４】



(13) JP 5703433 B2 2015.4.22

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100109070
            弁理士　須田　洋之
(74)代理人  100109335
            弁理士　上杉　浩
(74)代理人  100120525
            弁理士　近藤　直樹
(74)代理人  100167911
            弁理士　豊島　匠二
(72)発明者  ルンティラ　ティモ　エルッキ
            フィンランド　エフイーエン－０２２００　エスプー　トンテュンメーンティエ　３４エフ
(72)発明者  ティイロラ　エサ　タパニ
            フィンランド　エフイーエン－９０４５０　ケムペレ　ポルティケロンクーヤ　１２
(72)発明者  パユコスキ　カリ　ペッカ
            フィンランド　エフイーエン－９０２４０　オウル　プランティエ　３
(72)発明者  ホーリ　カリ　ユハニ
            フィンランド　エフイーエン－９０５４０　オウル　パロニエメンランタ　５　シー　６

    審査官  川口　貴裕

(56)参考文献  特開２００７－２７４０９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１１－５０９０１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１３－５２４５６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１０／０２６９３６（ＷＯ，Ａ１）　　
              Periodic CQI Reporting for Carrier Aggregation， 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting 60, R1-10125
              8，２０１０年　２月
              Discussion on Scheduling and Priority handling for Carrier Aggregation，3GPP TSG RAN W
              G2 Meeting #68bis, R2-100574，２０１０年　１月
              Consideration on PUCCH(CSI) signaling with carrier aggregation，3GPP TSG RAN WG1 #59bi
              s, Tdoc R1-100550，２０１０年　１月

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００　　－　９９／００
              　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

